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一　
資
料
セ
ン
タ
ー
設
置
二
〇
周
年
と
早
稲
田
大
学
歴
史
館
　
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
資
料
セ
ン
タ
ー
）
は
、
一
九
九
八
年
六
月
、
大
学
史
編
集
所
の
発
展
的
改
組
に
よ
っ
て
発
足
し
た
。
本
年
（
二
〇
一
八
年
）、
資
料
セ
ン
タ
ー
は
設
置
二
〇
周
年
を
迎
え
る
。
　
す
で
に
本
『
記
要
』
第
四
二
巻
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
に
書
い
た
よ
う
に
、
百
年
史
の
編
纂
・
刊
行
と
、
大
学
史
お
よ
び
大
隈
重
信
に
関
す
る
資
料
の
蒐
集
を
中
心
業
務
す
る
大
学
史
編
集
所
は
、
①
大
学
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
②
創
設
者
・
関
係
者
の
事
績
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
③
比
較
大
学
史
研
究
、
の
三
つ
を
中
心
業
務
と
す
る
資
料
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
①
②
に
つ
い
て
は
「
将
来
に
伝
承
す
る
」
こ
と
が
課
題
と
な
り
、
さ
ら
に
①
②
③
を
通
じ
て
「
大
学
の
発
展
に
資
す
る
」
こ
と
が
目
的
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
資
料
セ
ン
タ
ー
規
程
第
三
条
は
、
従
来
型
の
業
務
を
継
承
す
る
「
一
、
資
料
の
収
集
、
整
理
お
よ
び
保
存
」
と
「
二
、
資
料
の
調
査
、
研
早
稲
田
大
学
歴
史
館
に
お
け
る
小
野
梓
の
位
置
大
日
方　
純　
夫
2
究
お
よ
び
そ
の
成
果
の
発
表
」
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
「
三
、
講
演
会
、
公
開
講
座
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
開
催
」、「
四
、
資
料
の
公
開
お
よ
び
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
」、「
五
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
に
関
す
る
事
項
」
を
掲
げ
て
、
大
学
の
歴
史
に
関
す
る
〝
窓
口
〞
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
。
　
設
置
以
来
、
資
料
セ
ン
タ
ー
は
、
資
料
の
受
入
れ
と
調
査
・
取
材
へ
の
協
力
な
ど
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
恒
常
的
な
業
務
と
し
て
一
貫
し
て
担
う
と
と
も
に
、
展
覧
会
・
講
演
会
な
ど
の
普
及
業
務
を
継
続
的
に
展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
、
資
料
セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
、
時
期
を
重
ね
る
な
か
で
相
応
の
推
移
と
変
化
を
示
し
て
き
た
。
私
は
三
年
前
の
本
『
記
要
』
第
四
六
巻
（
二
〇
一
五
年
二
月
発
行
）
で
、
資
料
セ
ン
タ
ー
の
一
六
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
、（
１
）
一
九
九
八
〜
二
〇
〇
二
年
度
│
展
覧
会
・
講
演
会
開
催
と
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
、
（
２
）
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
九
年
度
│
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
収
束
と
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
編
纂
開
始
、（
３
）
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
四
年
度
│
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
編
纂
推
進
と
百
五
十
年
史
編
纂
開
始
、
の
三
期
に
時
期
区
分
し
た
。
　
そ
の
う
え
で
、
資
料
セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て
、（
１
）『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
か
ら
『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
へ
（『
百
五
十
年
史
』
編
纂
事
務
局
と
し
て
の
業
務
推
進
）、（
２
）
研
究
機
能
と
教
育
機
能
・
社
会
発
信
機
能
の
強
化
、（
３
）
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
機
能
の
強
化
、
の
三
つ
を
掲
げ
た
。
そ
し
て
、（
２
）
と
か
か
わ
っ
て
、
資
料
セ
ン
タ
ー
は
大
隈
記
念
室
（
常
設
展
示
室
）
の
管
理
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
春
・
秋
の
企
画
展
を
中
心
に
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
早
稲
田
大
学
に
は
、
常
時
、
大
学
の
歴
史
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
大
学
史
の
展
示
施
設
が
な
く
、
ま
た
、
建
学
の
最
大
の
功
労
者
小
野
梓
を
は
じ
め
、
高
田
早
苗
・
天
野
為
之
ら
の
事
績
を
明
ら
か
に
す
る
展
示
も
な
い
と
指
摘
し
た
。
　
こ
れ
と
関
わ
っ
て
、
二
〇
一
六
年
度
の
後
半
か
ら
二
〇
一
七
年
度
に
か
け
、
早
稲
田
大
学
レ
ベ
ル
で
大
き
な
展
開
が
あ
っ
た
。
二
〇
一
六
年
一
二
月
、「
早
稲
田
大
学
歴
史
館
（
仮
称
）
整
備
事
業
基
本
構
想
お
よ
び
設
立
準
備
委
員
会
設
置
の
件
」
が
大
学
理
事
会
で
決
定
さ
れ
、
「
早
稲
田
大
学
歴
史
館
（
仮
称
）
設
立
準
備
委
員
会
」
が
発
足
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
早
稲
田
大
学
歴
史
館
（
仮
称
）」
は
、「
本
学
の
3
歴
史
（
過
去
・
現
在
・
未
来
）
に
係
る
資
料
や
情
報
等
を
展
示
し
、
本
学
の
持
つ
個
性
や
存
在
意
義
を
広
く
発
信
す
る
施
設
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
二
〇
一
八
年
三
月
下
旬
の
開
館
に
向
け
て
整
備
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
設
置
場
所
は
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
一
号
館
一
階
で
あ
る
。
理
事
会
決
定
は
、
設
置
理
由
を
「
本
学
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
や
現
在
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
包
括
的
に
展
示
し
常
時
公
開
す
る
よ
う
な
施
設
が
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
本
学
の
関
係
者
に
よ
る
多
様
な
事
績
等
を
積
極
的
に
集
約
し
、
効
果
的
に
提
示
す
る
よ
う
な
場
も
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。
　
こ
の
早
稲
田
大
学
歴
史
館
（
以
下
、
歴
史
館
）
開
設
へ
の
動
き
は
、「
特
定
の
篤
志
家
」
か
ら
多
額
の
寄
付
が
予
定
さ
れ
た
こ
と
を
直
接
の
契
機
と
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
に
よ
り
、
二
号
館
の
大
隈
記
念
室
に
あ
る
主
な
展
示
物
は
、
原
則
と
し
て
歴
史
館
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
歴
史
館
整
備
後
は
、
文
化
推
進
担
当
理
事
の
も
と
、
文
化
推
進
部
が
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
以
後
、
二
〇
一
八
年
一
月
ま
で
、
設
立
準
備
委
員
会
は
一
二
回
開
催
さ
れ
、
今
、
開
館
を
目
前
に
し
て
い
る
。
　
歴
史
館
の
開
設
準
備
過
程
で
、
資
料
セ
ン
タ
ー
は
建
学
の
精
神
に
関
わ
る
エ
リ
ア
（「
久
遠
の
理
想
」
エ
リ
ア
と
呼
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
）
と
、
企
画
展
示
に
関
わ
る
エ
リ
ア
を
主
に
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
結
論
的
に
は
、「
久
遠
の
理
想
」
エ
リ
ア
は
、
主
に
東
京
専
門
学
校
の
創
立
か
ら
早
稲
田
大
学
の
教
旨
制
定
に
至
る
歩
み
を
展
示
す
る
空
間
と
、
大
隈
記
念
室
を
継
承
し
て
大
隈
重
信
の
事
績
を
展
示
す
る
空
間
と
の
、
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
開
館
に
あ
わ
せ
た
最
初
の
企
画
展
は
、
学
生
の
歴
史
を
テ
ー
マ
と
し
、「
東
京
専
門
学
校
に
集
っ
た
学
生
た
ち
│
在
野
精
神
の
源
流
│
」
と
題
し
て
準
備
を
す
す
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
歴
史
館
の
開
館
準
備
に
あ
た
る
た
め
、
資
料
セ
ン
タ
ー
は
、
二
〇
一
七
年
度
、
春
季
企
画
展
、
新
収
資
料
展
（
前
年
度
受
贈
資
料
展
）、
秋
季
企
画
展
の
い
ず
れ
も
実
施
せ
ず
、
ま
た
、
大
隈
記
念
室
は
八
月
六
日
を
も
っ
て
閉
室
し
た
。
な
お
、
上
記
の
よ
う
な
短
期
間
で
の
開
館
準
備
作
業
に
よ
り
、
少
な
か
ら
ず
資
料
セ
ン
タ
ー
の
通
常
業
務
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
と
な
っ
た
の
は
否
め
な
い
。
　
歴
史
館
の
「
久
遠
の
理
想
」
エ
リ
ア
で
は
、
ま
ず
、「
早
稲
田
を
創
っ
た
若
者
た
ち
│
小
野
梓
と
四
尊
│
」
か
ら
展
示
が
始
ま
る
予
定
4
で
あ
る
。
歴
史
館
の
開
館
に
よ
っ
て
、
東
京
専
門
学
校
の
開
校
に
あ
た
っ
た
小
野
梓
ら
の
建
学
に
か
け
た
思
い
と
実
践
が
展
示
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二　
早
稲
田
大
学
に
と
っ
て
の
小
野
梓
　
一
九
二
六
年
六
月
、
早
稲
田
大
学
仏
教
青
年
会
が
開
催
し
た
小
野
梓
没
後
四
〇
年
の
追
悼
会
で
、
市
島
謙
吉
は
、
小
野
と
の
関
係
を
回
顧
し
て
、「
吾
等
と
先
生
の
因
縁
は
此
の
早
稲
田
大
学
に
頗
る
重
大
の
関
係
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
以
下
、
市
島
謙
吉
『
文
墨
余
談
』
翰
墨
同
好
会
・
南
有
書
院
、
一
九
三
五
年
）。「
吾
等
」
と
は
、
市
島
を
は
じ
め
高
田
早
苗
・
天
野
為
之
ら
東
京
専
門
学
校
の
開
校
に
あ
た
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
こ
と
で
あ
る
が
、
市
島
が
言
う
よ
う
に
、
東
京
大
学
在
学
中
の
彼
ら
と
小
野
と
は
、
ま
っ
た
く
「
学
校
関
係
が
異
な
っ
て
」
お
り
、
年
齢
も
生
ま
れ
故
郷
も
違
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
彼
ら
を
小
野
に
「
橋
渡
し
」
し
た
の
は
、
小
野
の
在
官
時
代
の
同
僚
、
小
川
為
次
郎
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
小
野
を
介
し
て
大
隈
に
紹
介
さ
れ
た
。
東
京
専
門
学
校
は
こ
う
し
た
関
係
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
、
市
島
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
若
し
小
野
先
生
と
交
は
ら
な
か
っ
た
ら
大
隈
侯
と
は
他
人
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ん
。
東
京
専
門
学
校
も
或
は
起
ら
な
か
つ
た
か
も
知
れ
ん
。
縦
令
起
つ
て
も
吾
等
は
全
く
無
関
係
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
ん
。（
中
略
）
東
京
専
門
学
校
の
創
立
に
高
田
氏
を
始
め
丁
度
卒
業
し
た
同
窓
各
科
の
学
者
を
右
か
ら
左
此
学
校
へ
移
し
て
創
業
の
事
に
与
ら
し
め
た
。
若
し
此
の
教
師
が
無
つ
た
ら
大
隈
侯
に
学
校
を
起
さ
る
ゝ
意
が
あ
つ
て
も
、
た
や
す
く
出
来
な
か
つ
た
か
も
知
れ
ん
の
で
あ
る
。
此
点
か
ら
見
て
も
先
生
は
早
大
の
恩
人
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
学
校
を
開
く
た
め
に
金
が
必
要
に
は
相
違
な
い
が
、
教
授
が
な
け
れ
ば
金
が
あ
っ
て
も
学
校
は
開
け
な
い
。
し
か
も
、
教
授
は
金
で
買
5
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
市
島
は
こ
う
述
べ
て
、「
先
生
は
此
学
校
を
創
設
す
る
に
方
り
自
家
社
中
の
人
を
全
部
率
て
店
開
き
」
を
し
た
と
し
て
小
野
の
功
績
を
讃
え
て
い
る
。
小
野
こ
そ
、
金
よ
り
尊
い
も
の
を
真
っ
先
に
寄
付
し
た
「
第
一
番
の
寄
付
者
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
小
野
は
、「
建
学
の
本
旨
」
を
定
め
、
学
校
創
設
当
初
の
経
営
の
万
端
を
自
分
で
や
っ
た
。
大
隈
が
「
早
大
の
第
一
祖
」「
正
祖
」
と
す
れ
ば
、
小
野
は
「
第
二
祖
」「
副
祖
」
で
あ
る
。
　
市
島
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
う
え
で
、
小
野
の
人
と
な
り
を
、「
精
神
家
」「
気
節
の
人
」「
剛
直
の
人
」「
自
ら
を
欺
く
所
の
無
つ
た
人
」
「
公
明
正
大
些
し
も
闇
い
所
の
無
つ
た
人
」「
勤
勉
努
力
の
人
」「
奉
公
信
誼
の
厚
い
人
」
で
あ
っ
た
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
　
市
島
の
回
想
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
小
野
梓
な
く
し
て
、
今
日
の
早
稲
田
大
学
に
つ
な
が
る
東
京
専
門
学
校
の
誕
生
は
あ
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
で
は
、
一
八
八
二
年
一
〇
月
の
東
京
専
門
学
校
の
開
校
は
、
小
野
梓
の
教
育
思
想
・
教
育
論
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
拙
著
『
小
野
梓　
未
完
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』（
冨
山
房
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
二
〇
一
六
年
）
で
叙
述
し
た
こ
と
を
敷
衍
し
な
が
ら
、
再
説
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
三　
教
養
の
重
視
│
「
通
常
の
教
養
」
こ
そ
急
務
　
小
野
梓
は
、
米
英
留
学
か
ら
の
帰
国
（
一
八
七
四
年
五
月
）
後
の
同
年
一
〇
月
、
仲
間
と
と
も
に
共
存
同
衆
を
結
成
し
て
、
そ
の
幹
事
と
な
り
、
在
野
に
お
け
る
文
化
啓
蒙
活
動
を
開
始
し
た
。
共
存
同
衆
の
機
関
誌
『
共
存
雑
誌
』
は
一
八
七
五
年
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
が
、
そ
の
創
刊
号
に
小
野
は
「
論
通
常
之
教
養
」（「
通
常
の
教
養
を
論
ず
」）
を
発
表
し
た
。
そ
れ
は
芽
生
え
た
ば
か
り
の
共
存
同
衆
が
最
初
に
日
本
社
会
に
向
け
て
発
信
し
た
活
動
宣
言
で
あ
り
、
小
野
に
と
っ
て
、
自
ら
が
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
切
実
な
課
題
を
提
出
し
た
も
の
で
6
あ
っ
た
。
　
小
野
は
、
ま
ず
、
教
養
の
盛
衰
は
文
化
が
衰
え
る
か
盛
ん
に
な
る
か
に
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
教
養
を
ど
う
す
る
か
は
国
家
政
治
の
要
で
あ
る
と
、
教
養
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
教
養
を
「
専
門
」
と
「
通
常
」
の
二
つ
に
分
け
る
。「
専
門
」
の
学
と
は
、
法
学
・
物
理
学
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
に
応
じ
た
学
問
分
野
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
が
、
小
野
が
と
く
に
重
視
し
、
論
じ
よ
う
と
し
た
の
は
、
後
者
の
「
通
常
」
の
教
養
、
す
な
わ
ち
基
礎
的
な
教
養
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
人
は
生
ま
れ
つ
き
み
な
同
じ
で
、
能
力
に
大
き
な
差
は
な
い
。
智
・
不
智
の
差
が
あ
る
の
は
教
養
の
善
悪
に
よ
る
。
子
ど
も
に
教
え
る
の
は
父
母
の
役
割
で
あ
り
、
父
母
が
子
ど
も
に
教
え
を
授
け
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
は
無
智
の
ま
ま
に
成
長
し
、
動
物
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
た
だ
し
、
父
母
だ
け
で
は
不
十
分
な
場
合
が
多
い
の
で
、
政
府
が
学
校
を
つ
く
っ
て
教
育
を
行
な
う
の
だ
。
小
野
は
、
教
養
と
教
育
の
関
係
を
こ
の
よ
う
に
説
明
し
た
。
　
小
野
は
能
力
の
差
が
生
ま
れ
る
の
は
後
天
的
で
あ
る
と
し
て
学
ぶ
こ
と
の
意
味
を
強
調
し
、
教
え
る
側
、
教
養
を
授
け
る
側
の
あ
り
方
を
問
題
に
し
た
。
そ
の
際
、
公
教
育
よ
り
も
、
家
庭
教
育
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
に
小
野
の
議
論
の
特
徴
が
あ
り
、
小
野
は
こ
う
し
た
教
育
論
を
、
そ
の
後
、
様
々
な
か
た
ち
で
展
開
し
て
い
く
。
　
当
面
し
て
い
る
日
本
の
政
治
の
急
務
は
何
か
。
外
国
と
か
か
わ
る
「
海
備
」・「
外
交
」、
国
家
の
基
礎
と
な
る
「
会
計
」・「
法
律
」
よ
り
も
急
を
要
す
る
の
は
、「
教
養
」
だ
と
小
野
は
主
張
し
た
。
国
家
の
基
礎
は
人
に
こ
そ
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
小
野
の
主
眼
は
、
教
養
を
も
っ
た
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
国
家
・
社
会
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
国
家
財
政
を
成
り
立
た
せ
る
税
金
も
、
民
法
や
刑
法
も
、
す
べ
て
民
の
あ
り
方
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
徴
税
も
法
律
も
、
国
内
の
「
公
論
」
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
代
議
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
民
が
不
可
欠
で
あ
る
。
仮
に
選
挙
制
度
を
整
備
し
た
と
し
て
も
、
代
議
士
が
「
不
材
無
学
」
で
議
会
政
治
の
本
分
を
尽
く
さ
ず
、
権
力
を
弄
ん
で
勝
っ
て
気
ま
ま
な
こ
と
を
行
な
い
、
公
益
を
無
視
し
て
私
利
を
営
む
な
ら
、
そ
の
弊
害
は
君
主
に
よ
る
専
制
政
治
よ
り
も
ひ
ど
く
な
る
。
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こ
う
し
て
、
小
野
は
教
養
あ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
最
優
先
の
課
題
と
し
た
。
し
か
し
、「
勧
学
」、
つ
ま
り
教
育
に
は
困
難
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。
新
し
い
教
養
を
広
げ
る
う
え
で
、
言
語
が
障
害
に
な
っ
て
い
る
と
小
野
は
考
え
た
。
廃
藩
後
、
み
な
競
っ
て
欧
米
の
教
養
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
留
学
生
を
送
り
出
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
学
者
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
憧
れ
る
あ
ま
り
、
日
本
の
言
語
を
廃
止
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
に
か
え
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
間
違
い
だ
。
言
語
を
変
え
る
の
は
容
易
で
は
な
い
し
、
人
民
の
「
大
不
利
」
で
あ
る
。
一
般
庶
民
に
対
し
て
、
外
国
語
で
教
養
を
伝
え
る
の
は
無
理
だ
。
決
し
て
言
語
を
変
更
し
て
は
な
ら
な
い
。
通
常
の
学
は
日
本
の
言
語
で
書
物
に
す
べ
き
で
あ
る
。
小
野
は
こ
う
主
張
し
た
。
　
後
に
東
京
専
門
学
校
を
つ
く
っ
て
教
育
事
業
に
取
り
組
む
際
、
邦
語
教
育
を
導
入
し
、
ま
た
、
出
版
事
業
を
起
こ
し
て
新
し
い
書
物
を
世
に
出
す
こ
と
を
推
進
し
て
い
く
芽
が
、
す
で
に
萌
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
教
養
あ
る
人
づ
く
り
、
国
家
・
社
会
を
担
う
主
体
を
創
出
す
る
こ
と
が
、
小
野
が
追
求
し
よ
う
と
し
た
課
題
で
あ
っ
た
。
　
な
お
、
教
養
の
中
味
に
つ
い
て
、
小
野
は
「
天
地
自
然
の
性
理
」
を
講
じ
る
「
格
物
の
学
」（
物
理
学
）、「
天
地
諸
物
の
本
質
」
を
明
ら
か
に
す
る
「
舎
密
の
学
」（
化
学
）、「
天
下
動
物
の
生
」
を
知
る
「
命
門
の
学
」（
生
物
学
）、「
人
間
善
悪
の
道
」
を
知
る
「
心
思
の
学
」
（
哲
学
）
の
四
つ
を
あ
げ
た
。
た
だ
し
、「
脩
身
の
学
」
を
授
け
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
、「
天
下
至
難
の
問
」
と
し
て
、
こ
こ
で
は
解
答
を
保
留
し
て
い
る
。
修
身
・
道
徳
に
か
か
わ
る
議
論
、
す
な
わ
ち
こ
れ
に
対
す
る
解
答
を
、
小
野
は
約
一
〇
年
後
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
（
後
述
）。
四　
教
育
推
進
の
方
法
│
「
先
進
の
著
作
」
と
「
後
進
の
自
学
」
　
一
八
七
六
年
五
月
、
小
野
は
『
共
存
雑
誌
』
第
一
二
号
に
「
勧
学
之
二
急
」
を
発
表
し
、
二
年
前
の
帰
国
当
時
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
8
友
人
に
日
本
の
教
育
の
様
子
を
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
皆
、
教
育
の
盛
況
を
強
調
し
た
が
、
実
際
に
よ
く
観
察
し
て
み
る
と
、
そ
の
証
拠
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
友
人
が
あ
げ
る
の
は
学
校
の
数
、
生
徒
の
数
だ
が
、
そ
う
し
た
「
粉
壁
ノ
美
」
や
「
瓦
礫
」
の
多
さ
、
つ
ま
り
施
設
や
数
量
だ
け
で
教
育
の
盛
大
さ
を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
在
の
教
育
は
、
い
た
ず
ら
に
姑
息
に
流
れ
、
一
時
し
の
ぎ
を
し
て
い
る
。
生
徒
は
な
お
古
人
を
妄
信
し
、
そ
の
奴
隷
と
な
っ
て
い
る
。
小
野
は
こ
う
主
張
し
て
、
教
育
の
質
を
問
題
に
し
た
。
　
で
は
、
教
育
の
質
を
転
換
し
、
教
育
の
盛
況
を
実
現
す
る
た
め
に
、
何
が
必
要
な
の
か
。
小
野
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、「
先
進
ナ
ル
教
員
ノ
著
作
」
と
「
後
進
ナ
ル
学
生
ノ
自
学
」
が
不
可
欠
だ
と
強
調
し
た
。
学
問
と
い
う
も
の
は
、
数
千
人
、
数
十
代
に
わ
た
る
考
察
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
は
自
学
に
あ
る
。
自
学
と
は
「
他
学
ノ
力
」
に
よ
っ
て
推
論
を
す
す
め
て
、
自
ら
の
「
心
脳
」
を
豊
か
に
し
、
先
人
が
明
ら
か
に
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
ア
ジ
ア
に
は
儒
学
の
影
響
か
ら
「
自
学
ノ
気
象
」
が
な
い
。
ま
た
、
現
在
、
西
洋
の
学
問
に
従
事
し
て
い
る
者
は
、
西
洋
人
の
言
論
に
酔
い
、
そ
の
奴
隷
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。「
自
学
ノ
精
神
」
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、「
他
学
ノ
整
頓
」
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
の
学
者
の
様
子
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
視
野
が
非
常
に
狭
く
、
イ
ギ
リ
ス
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
な
り
、
ド
イ
ツ
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
が
知
っ
て
い
る
こ
と
を
、
そ
の
言
語
・
文
字
で
教
え
る
だ
け
だ
。
　
小
野
は
、
こ
う
し
た
現
状
を
打
開
し
て
い
く
た
め
、「
先
進
」
の
「
教
員
」
が
そ
の
学
識
を
も
っ
て
「
著
作
」
を
著
す
こ
と
と
、「
後
進
」
の
「
学
生
」
が
「
自
学
」
に
よ
っ
て
日
本
の
「
学
問
」
の
発
展
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
の
二
つ
を
、「
勧
学
ノ
二
急
」、
つ
ま
り
緊
急
の
重
要
課
題
と
し
て
提
起
し
た
。
チ
リ
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
。
日
本
の
学
問
を
大
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、「
先
進
ノ
著
作
」
と
「
後
進
ノ
自
学
」
を
積
み
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
一
八
八
三
年
九
月
、
小
野
は
こ
の
「
勧
学
之
二
急
」
を
、
以
前
書
い
た
も
の
な
の
で
、
陳
腐
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
今
、
と
く
に
切
実
9
だ
と
思
う
と
し
て
、『
明
治
協
会
雑
誌
』
に
再
掲
し
た
（『
小
野
梓
全
集
』
第
四
巻
に
収
録
）。
そ
の
際
、「
教
員
ノ
著
作
」
を
「
先
進
の
著
作
」
に
、「
学
生
ノ
自
学
」
を
「
後
進
の
自
学
」
に
あ
ら
た
め
る
な
ど
、
若
干
、
手
を
加
え
て
い
る
が
、
主
張
・
表
現
は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
主
張
は
、
東
京
専
門
学
校
の
開
校
（「
後
進
の
自
学
」
の
推
進
）
と
、
東
洋
館
書
店
の
開
業
（「
先
進
の
著
作
」
の
発
行
・
普
及
）
と
い
う
、
当
時
の
小
野
の
実
践
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
と
い
え
る
。「
勧
学
の
二
急
」
に
お
い
て
宣
言
し
た
二
つ
の
課
題
を
、
小
野
は
自
ら
実
践
し
た
の
で
あ
り
、
学
校
と
書
店
は
い
わ
ば
「
勧
学
の
二
急
」
の
実
践
編
で
あ
っ
た
。
五　
知
は
力
な
り
│
知
育
こ
そ
教
育
の
基
本
　
小
野
は
一
八
八
四
年
三
月
三
〇
日
、「
教
育
論
」
を
書
き
は
じ
め
、
四
月
一
日
・
二
日
・
九
日
と
三
回
に
わ
た
っ
て
『
読
売
新
聞
』
に
こ
れ
を
連
載
し
た
。
そ
の
間
、
四
月
三
日
、
高
田
早
苗
・
天
野
為
之
ら
と
と
も
に
川
越
町
に
赴
い
て
演
説
会
に
臨
み
、「
教
育
論
」
を
演
説
し
て
い
る
。
ま
た
、
翌
一
八
八
五
年
五
月
、『
中
央
学
術
雑
誌
』
第
五
号
に
、
こ
の
「
教
育
論
」
を
再
掲
し
て
い
る
。
で
は
、
小
野
は
何
を
主
張
し
た
の
か
。
　
冒
頭
に
小
野
は
「
識
是
勢
力
」
と
い
う
言
葉
を
掲
げ
て
、
教
育
の
意
義
を
説
い
た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
＝
ベ
ー
コ
ン
が
の
こ
し
た
「
知
は
力
な
り
」（K
now
ledge is pow
er
）
と
い
う
格
言
で
あ
る
。
彼
は
、
要
旨
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
教
育
の
目
的
は
競
争
の
力
を
養
う
こ
と
に
あ
る
。
人
と
競
争
す
る
力
を
養
い
、
自
然
と
競
争
す
る
力
を
養
い
、
己
の
悪
念
と
競
争
す
る
力
を
養
う
な
ど
、
限
り
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
改
良
前
進
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
学
問
は
教
育
の
役
に
立
た
な
い
。
天
地
の
万
物
は
、
日
々
刻
々
、
進
化
し
て
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
古
い
も
の
に
こ
だ
わ
っ
て
今
を
知
ら
な
い
学
問
は
教
育
上
の
害
物
だ
。
　
彼
は
、
最
近
「
古
陋
の
学
者
」
は
少
年
た
ち
が
「
自
立
の
精
神
」
を
養
い
「
活
潑
の
気
象
」
を
発
揮
し
て
い
る
の
を
見
て
憂
慮
し
、
そ
10
の
精
神
や
気
象
を
抑
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
だ
と
厳
し
く
批
判
し
た
。
教
育
家
の
な
か
に
は
、
現
在
の
教
育
は
智
育
偏
重
で
徳
育
が
足
り
な
い
と
し
て
、
徳
育
を
重
視
せ
よ
と
主
張
す
る
も
の
が
い
る
が
、
智
育
が
あ
っ
て
こ
そ
、
本
当
の
徳
育
と
な
る
の
だ
と
述
べ
た
。
知
識
を
伸
ば
し
、
自
立
的
な
精
神
を
養
う
こ
と
こ
そ
が
教
育
の
基
本
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
政
府
は
一
八
七
九
年
八
月
、
天
皇
の
名
を
も
っ
て
教
学
大
旨
を
出
し
、
仁
義
忠
孝
の
儒
教
道
徳
を
教
育
の
基
本
に
す
べ
き
だ
と
し
た
。
一
八
八
〇
年
一
二
月
の
教
育
令
改
正
で
は
、
修
身
を
科
目
の
筆
頭
に
お
い
た
。
さ
ら
に
一
八
八
一
年
五
月
の
小
学
校
教
則
綱
領
で
は
、
徳
育
の
重
視
を
打
ち
出
し
た
。
小
野
は
こ
う
し
た
動
向
に
対
し
て
批
判
を
向
け
た
。
そ
れ
は
、
一
八
七
五
年
一
月
、「
論
通
常
之
教
養
」
で
保
留
し
て
い
た
「
至
難
の
問
」（
前
述
）
に
対
す
る
自
ら
の
解
答
で
あ
っ
た
。
　
小
野
は
、
一
八
八
五
年
九
月
刊
行
の
『
国
憲
汎
論
』
下
巻
の
第
三
四
章
「
行
政
官
を
細
論
す　
三
」
の
な
か
で
も
、
自
ら
の
こ
の
「
教
育
論
」
を
引
用
す
る
か
た
ち
で
、
教
育
行
政
の
あ
り
方
に
言
及
し
、
要
旨
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
教
育
の
盛
衰
は
文
明
の
汚
隆
に
関
係
し
、
国
家
の
繁
栄
は
文
明
の
隆
盛
に
よ
る
。
し
た
が
っ
て
、
教
育
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
は
国
家
を
繁
栄
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
古
代
以
来
、
文
明
を
発
展
さ
せ
て
き
た
の
は
智
力
の
競
争
で
あ
り
、
智
識
を
練
磨
す
る
教
育
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。
　
教
育
は
人
類
の
品
位
を
改
良
し
、
社
会
の
生
存
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
が
こ
れ
に
関
与
す
る
こ
と
自
体
は
不
当
で
は
な
い
。
し
か
し
、
教
育
の
範
囲
を
制
限
し
て
こ
れ
か
ら
出
る
こ
と
を
許
さ
な
い
の
は
「
教
育
の
賊
」
で
あ
る
。
当
局
者
は
「
不
覊
自
在
日
々
に
新
な
る
学
科
」
を
選
ん
で
「
競
争
の
実
力
」
を
養
成
す
る
こ
と
を
抑
圧
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
11
六　
東
京
専
門
学
校
の
開
校
宣
言
│
「
学
問
ノ
独
立
」
の
意
味
　
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
一
八
八
二
年
一
〇
月
、
東
京
専
門
学
校
の
開
校
に
あ
た
っ
て
小
野
梓
が
お
こ
な
っ
た
演
説
を
思
い
起
こ
し
て
み
よ
う
。
一
国
ノ
独
立
ハ
国
民
ノ
独
立
ニ
基
ヒ
シ
、
国
民
ノ
独
立
ハ
其
精
神
ノ
独
立
ニ
根
ザ
ス
。
而
シ
テ
国
民
精
神
ノ
独
立
ハ
実
ニ
学
問
ノ
独
立
ニ
由
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
其
国
ヲ
独
立
セ
シ
メ
ン
ト
欲
セ
バ
、
必
ラ
ズ
先
ヅ
其
民
ヲ
独
立
セ
シ
メ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
其
民
ヲ
独
立
セ
シ
メ
ン
ト
欲
セ
バ
、
必
ラ
ズ
先
ヅ
其
精
神
ヲ
独
立
セ
シ
メ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
而
シ
テ
其
精
神
ヲ
独
立
セ
シ
メ
ン
ト
欲
セ
バ
、
必
ラ
ズ
先
ヅ
其
学
問
ヲ
独
立
セ
シ
メ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
　
今
、
ア
ジ
ア
で
独
立
の
体
面
を
全
う
し
て
い
る
の
は
、
日
本
と
中
国
し
か
な
い
。
し
か
し
、
日
本
も
条
約
改
正
な
ど
の
問
題
を
か
か
え
て
お
り
、
ま
た
、
強
国
が
す
き
を
狙
っ
て
い
る
か
ら
、
安
心
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
時
に
独
立
の
体
面
を
全
う
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。「
国
民
ノ
元
気
」
を
養
成
し
、「
独
立
ノ
精
神
」
を
発
達
さ
せ
な
け
れ
ば
、「
帝
国
ノ
独
立
」
は
期
待
で
き
な
い
。「
国
民
ノ
元
気
」
を
養
い
、「
精
神
ヲ
独
立
」
さ
せ
る
「
永
遠
ノ
基
」
は
、「
学
問
ヲ
独
立
」
さ
せ
る
以
外
に
な
い
。
小
野
は
こ
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
た
。
学
問
の
独
立
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
学
ぶ
者
の
「
障
礙
」
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外
国
の
文
書
・
言
語
に
よ
っ
て
子
弟
を
教
授
し
、
こ
れ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
高
尚
の
学
科
を
教
授
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、「
学
者
講
学
」
の
「
障
礙
」
で
あ
り
、「
学
問
ノ
独
立
」
を
は
か
る
道
で
は
な
い
。
こ
う
し
て
小
野
は
、
邦
語
（
日
本
語
）
に
よ
る
教
育
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
　
で
は
、
テ
キ
ス
ト
を
ど
う
す
る
の
か
。
邦
語
（
日
本
語
）
教
育
の
た
め
に
は
、
良
書
の
出
版
・
普
及
が
不
可
欠
で
あ
る
。
東
京
専
門
学
校
に
お
け
る
「
学
問
ノ
独
立
」
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
国
民
「
精
神
ノ
独
立
」
を
は
か
る
た
め
、
東
洋
館
書
店
は
開
業
さ
れ
る
べ
く
し
て
開
12
業
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
「
先
進
の
著
作
」
と
「
後
進
の
自
学
」
の
二
つ
を
重
点
的
に
推
進
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
豊
か
な
「
通
常
の
教
養
」
を
国
民
自
身
の
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
社
会
の
根
底
的
な
近
代
化
を
は
か
り
、
日
本
の
自
主
・
独
立
を
実
現
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
帰
国
以
来
、
一
二
年
弱
の
間
に
、
小
野
が
全
力
を
か
け
て
追
求
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
